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第四回レポート

◗ セルフサービススタンドの各ポンプには、それぞれクレジット
カードの挿入口がついている。運転手はまずここにクレジッ
トカードを挿入する。カードの情報はクレジット会社のコン
ピュータに送信され、クレジット会社のコンピュータによって
カード有効性がチェックされ、支払い限度が決定される。次
に運転手はレギュラーガソリンとハイオクガソリンのどちらか
をボタンで選択し、必要なだけ給油する。給油が終了してポ
ンプが元の位置に戻されると、運転手のクレジットカード口
座から料金が引き落とされる。その後、カードはカード挿入
口から返却される。もしもカードが有効でない場合は、給油
は不可能であり即座にカードが返却される。

解答例

セルフサービス
ガソリンスタンド
　　システム

システム名
ガソリン
クレジットカード
装置の状態

初期設定処理をする
状態を遷移させる
動作テストを行う
シャットダウンする

給油装置

装置番号
注入量

ガソリンを入れる
ガソリンを止める
注入量を測定

ガソリン

ガソリンの種類
単価

注入する

クレジットカード　
　　システム

カードシステムの種類
使用可能カード

カードデータを読み取る
支払い限度を問い合わせる
使用金額を送信する
レシートを出す

クレジットカード

カードの種類
カード番号
氏名
有効期限

データを読み出す

カレンダー

日付

日付を出力する

カードリーダ

カードデータ

データを読み出す

通信装置

通信先
（会社サーバ）
通信方法

通信を行う

レシート発行装置

記載データ

レシートを発行

会社サーバ

カード有効性
を調べる

サーバの種類
データ
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セルフサービス
ガソリンスタンド
　　システム

ガソリン 給油装置
クレジットカード
　　システム

通信装置 カレンダーカードリーダレシート発行装置

セルフサービス
ガソリンスタンド
　　システム

データ転送
状態遷移

初期設定処理
データ転送
状態遷移
動作テスト
シャットダウン

データ転送
状態遷移

給油装置

クレジットカード
　　システム

日付を得るカレンダー 制御する

給油装置 クレジットカード
　　システム

提供する 取り扱う

ガソリン クレジットカード

データを得る

カードリーダ

使用する

通信装置

データ要求･転送

カード会社
　サーバ

レシート発行

レシート発行
　　　装置

通信装置
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この解答例の主な問題点

◗ Service-Usage Chart のサービス名と、オブ

ジェクト図のサービス名の不一致（ほとんど
の人ができていない）

◗ ハードウェア直接操作クラス（ボタン、ポンプ
等）も必要

一般によく見られた問題点

◗ Service-Usage Chart は、データフローではありま
せん。コントロールフローでもありません。つまり、
流れではないのです。矢印を順番に追いかけると
何かがわかるというものではないということです。矢
印と矢印の間に時間的な関係はないのです。

◗ Service-Usage Chart は、あるクラスで提供されて
いるサービスを他のあるクラスが使っているという
二クラス間関係を矢印で表現し、それを一枚の図に
まとめたものに過ぎません。
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一般によく見られた問題点

◗ 「運転手」のようなクラスは、要求分析時には
現れますが、設計時には現れません。これは、
「運転手」が開発対象のシステムの一部では
ないためです。


